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こいのぼりはどうして５
がつ

月にあげるの

●５
がつ

月５
か

日は
たん

端
ご

午の
せ っ く

節句

 ５
がつ

月５
か

日はこどもの
ひ

日で、
しゅくじつ

祝日ですね。じつはこの
ひ

日は、
たん

端
ご

午の
せ っ く

節句といって、
おとこ

男の
こ

子

のお
まつ

祭りの
ひ

日でもあるのです。
たん

端
ご

午の
せ っ く

節句とは、
おとこ

男の
こ

子の
せいちょう

成長を
ねが

願って
おこな

行われる
まつ

祭りで、

よろい・かぶとや
ごがつにんぎょう

五月人形、こいのぼりをかざって、
おとこ

男の
こ

子がたくましく
そだ

育つことを
いわ

祝い、

これからの
せいちょう

成長を
ねが

願うものです。

 
ちゅうごく

中国の
い

言い
つた

伝えに、「
こ う が

黄河の
じょうりゅう

上流 にある
りゅうもん

龍門の
きゅうりゅう

急流 を
のぼ

登りきったこいは
りゅう

龍と
か

化す」

とあります。それほどこいの
およ

泳ぎは
いきお

勢いがいいということです。このことから、こいは
りっ

立
しん

身
しゅっせ

出世（
よ

世の
なか

中の
たか

高い
ち い

地位について、
り っ ぱ

立派な
み ぶ ん

身分になること）のシンボルとされ、こいのぼり

を
た

立てるようになったのです。

 こいのぼりを
た

立てるようになったのは、
え

江
ど

戸
じ だ い

時代の
お

終わりごろからで、
め い じ

明治
じ だ い

時代になると、

こいのぼりとふき
なが

流しをいっしょに
た

立てるようになりました。

●
しょうぶ

菖蒲の
せ っ く

節句

 
たん

端
ご

午の
せ っ く

節句は、
しょうぶ

菖蒲の
せ っ く

節句ともいいます。
しょうぶ

菖蒲は、
びょうき

病気や
さいなん

災難をふりはらう
しょくぶつ

植物とされ、
いえ

家ののき
した

下にさして、
ま

魔よけとしたりしました。
しょうぶ

菖蒲の
はつおん

発音が「
しょうぶ

勝負」「
しょうぶ

尚武（
ぶじゅつ

武術や
ゆう

勇
き

気

を
おも

重んじること）」に
つう

通じることから、
だんせい

男性の
つよ

強さと
いさ

勇ましさのシンボルでもあったのです。

このようないわれから、
たん

端
ご

午の
せ っ く

節句に
しょうぶ

菖蒲
ゆ

湯に
はい

入るようになったのです。おふろに
しょうぶ

菖蒲をう

かべ、
わる

悪い
びょうき

病気や
さいなん

災難を
あら

洗い
なが

流し、
げ ん き

元気な
こ

子どもに
そだ

育てといのったのです。

（監修・青木 国夫 ）


